
結城晴朝（ゆうきはるとも）の埋蔵金伝説： 

その起源、探索の歴史、そして現代的考察 

1. はじめに 

概要：結城晴朝と埋蔵金伝説の紹介 

日本には数多くの埋蔵金伝説が存在するが、その中でも特に名高いのが「結城晴朝の埋蔵金伝説」である。この伝説は、

戦国時代から江戸時代初期にかけて生きた結城氏第 17 代当主、結城晴朝が、徳川家康の目を逃れるために莫大な財

宝を埋蔵したとされるものである。その起源は平安時代末期の奥州藤原氏の黄金にまで遡り、その規模の壮大さ、歴史上

の著名人の関与、そして現代に至るまで続く探索活動によって、多くの人々の関心を引きつけてきた。この伝説は、単なるお

宝探し物語としてだけでなく、激動の時代を生きた武将の苦悩と決断、そして歴史のロマンを内包する文化的現象として、

今日まで語り継がれている。 

本報告書の目的と構成 

本報告書の目的は、結城晴朝の埋蔵金伝説について、その起源、財宝の推定規模、埋蔵に至る歴史的背景、候補地と手

掛かり、そして過去から現代に至る探索の歴史を詳細に分析することにある。さらに、伝説の信憑性を歴史的記録に基づ

いて考察し、なぜ今日まで財宝が発見されていないのか、その理由を多角的に検討する。これにより、単なる物語としてで

はなく、歴史的・文化的な意義を持つ現象として、結城埋蔵金伝説を深く理解することを試みる。 

本報告書は、伝説の起源から始まり、晴朝の生涯と埋蔵の動機、具体的な候補地と手掛かり、歴史上の探索事例、そして

伝説の信憑性と未発見の理由に関する考察へと展開し、最後に結論と今後の展望を提示する構成となっている。 

2. 結城埋蔵金伝説の起源と財宝の規模 

奥州藤原氏の黄金と結城朝光への継承 

結城埋蔵金伝説の根幹は、平安時代末期にまで遡る奥州藤原氏の膨大な黄金にあるとされている 1。この伝説によれ

ば、「黄金の国ジパング」の象徴ともいえる奥州藤原氏の財宝は、源頼朝による奥州平泉征伐に従軍した北関東の有力

武将、結城氏初代当主・結城朝光（ゆうき ともみつ）に、頼朝から恩賞として「すべて」が移譲されたという 1。この莫大な

黄金は、その後、結城家によって代々大切に保管され、その存在が語り継がれてきたとされる 1。奥州藤原氏が黄金の産

地を支配していた事実は、彼らが莫大な金を入手し、京都へ流入させていたことを示唆しており、伝説の起源に一定の歴

史的背景を与えている 3。初代朝光が頼朝から直接財宝を移譲されたという経緯は、その財宝が単なる私財ではなく、歴

史的経緯を持つ「公的な」財宝としての性格を帯びていることを示唆し、伝説に並外れた権威とロマンが付与されている。 

伝承される財宝の量と現代的価値の試算 

結城埋蔵金伝説で語られる財宝の規模は、驚くべきものである。伝承では、長さ 40～60 センチメートルの金の延べ棒が

5 万本もあるとされている 1。さらに詳細な記述では、約 8 キログラムの金の延べ棒が 2 万 5 千本、約 7 キログラムのも

のが 2 万 5 千本、そして 30 キログラムの砂金が入った樽が 108 個に及ぶとされる 4。これらを合計すると、黄金の総重

量は約 380 トンという途方もない量に達し、現代の貨幣価値に換算すると約 1 兆 8 千億円に相当すると試算されている 

4。 

これらの具体的な数値は、伝説の説得力と魅力を高める重要な要素であり、その途方もない規模は、単なる地方の伝承を

超え、日本を代表する埋蔵金伝説としての地位を確立する要因となっている。しかし、この途方もない規模の財宝が、当時



の採掘技術、運搬能力、そして隠蔽の物理的制約を考慮すると、極めて困難であったと推測される。奥州藤原氏が黄金の

産地を支配していたとはいえ、これほど大量の黄金が一箇所に集積され、さらに移動・隠匿されたという事実は、現実的な

観点からは疑問が残る。この巨大な規模は、伝説の信憑性を高めるというよりも、むしろその「ロマン」と「神秘性」を最大

限に引き出すための物語的な誇張として機能している可能性が高い。伝説が語り継がれる過程で、その魅力が増幅され

るように、数字が膨らんでいったと解釈できる。結果として、この巨大な規模は、伝説の魅力を高める一方で、その「文字通

りの」存在可能性については懐疑的な視点をもたらす。つまり、財宝が「存在した」という歴史的根拠と、その「量が伝承通

りである」という物理的蓋然性（plausibility）は区別して考える必要がある。結城埋蔵金伝説の魅力は、その「量」の現

実性よりも、奥州藤原氏の黄金という「起源」と、結城晴朝が隠したという「歴史的背景」にこそあると考えられる。この誇

張された規模は、伝説を「日本三大埋蔵金」の一つとして位置づける上での重要な要素であり、そのロマンを維持する上

で不可欠な役割を果たしている。 

以下に、伝承される結城埋蔵金の推定価値を一覧で示す。 

表 1：結城埋蔵金推定価値一覧 

財宝の種類 伝承される量 総重量（推定） 現代の推定価値 典拠 

金の延べ棒 長さ 40-60cm、5 万本 - - 1 

金の延べ棒 約 8kg、2 万 5 千本 200 トン - 4 

金の延べ棒 約 7kg、2 万 5 千本 175 トン - 4 

砂金 30kg 入り樽、108 個 5 トン - 4 

合計 - 約 380 トン 約 1 兆 8 千億円 4 

3. 結城晴朝の生涯と埋蔵の背景 

戦国時代の結城氏と晴朝の「生存戦略」 

結城晴朝は、鎌倉時代から続く名門・結城氏の第 17 代当主として、激動の戦国時代を生きた人物である 6。当時、結城

氏の周辺では北条氏や上杉氏といった大勢力が勢力を拡大しており、結城氏は常に厳しい立場に置かれていた 6。この

ような状況下で、晴朝は家名の存続を最優先とする「生存戦略」を採った 6。この戦略は、環境の変化を敏感に読み取り、

状況に応じて同盟や婚姻関係を巧みに利用することで、結城氏の独立性を維持しようとするものであった 6。彼の行動原

理を「生存戦略」として明確にすることで、彼の政治的決断、特に養子縁組の背景を深く理解するための枠組みが提供さ

れる。これは、財宝埋蔵という行動が、単なる個人的な欲求ではなく、家名存続という大義に基づく戦略的な選択であった

ことを示唆している。 

豊臣・徳川政権との関係と家名存続の模索 

豊臣政権が台頭すると、晴朝は早い段階から豊臣家に従属の意を示し、小田原征伐（1590 年）には進んで参陣した 6。

この功績が認められ、結城家は新中央政権から本領を安堵されることとなる 6。さらに晴朝は、豊臣政権との結びつきを

強化し、関東に移封されてくる徳川家康との関係を構築するため、秀吉の養子であり家康の次男である秀康を結城家の

後継者として迎え入れるという大胆な戦略を実行した 6。これは、徳川家の力を借りて結城の家名を残すための、まさに

「生存戦略」であった 6。当初、宇都宮広綱の次男・朝勝を養子に迎えていたが、北条氏滅亡後の情勢変化を受け、朝勝

を離縁して秀康を迎えるという戦略転換を行った 6。この戦略は奏功し、1597 年の宇都宮家改易騒動の際にも、秀康を



当主に迎えていた結城家は難を逃れることができた 6。晴朝が直面した政治的圧力と、それに対する彼の巧妙な対応は、

この養子縁組が結城氏の家名存続をかけた極めて重要な決断であり、後の財宝埋蔵の動機と深く結びつくことを示して

いる。 

財宝埋蔵に至る歴史的・政治的動機 

しかし、秀吉の死と家康による政権奪取という予期せぬ環境変化が起こり、晴朝の生存戦略は新たな局面を迎える 6。関

ヶ原の戦いで家康が勝利し、1603 年に征夷大将軍に就任すると、徳川の家名の価値は飛躍的に高まった 6。秀康は下

総結城 11 万石から越前北庄 68 万石へと加増転封となり、結城家は先祖代々の地を離れることになった 6。これにより

晴朝の影響力は大きく低下し、結城家中では徳川・松平姓への復帰の機運が高まった 6。 

結城家の伝説では、徳川家康が結城氏の財宝に目をつけ、晴朝がそれを隠すことを決意したとされている 1。晴朝は、結

城城、中久喜城、あるいは会之田の館に密かに財宝を隠したと伝えられる 9。一説には、彼は越前への転封後も 1 年間こ

の地に留まり、家臣の膳所門徒に命じて財宝を隠させたともいう 10。この行為は、台頭する徳川幕府による財宝の没収を

防ぎ、結城氏の家名が形式的に存続する一方で、実質的な支配権と財産が失われることを防ぐための切迫した措置であ

ったと考えられる 6。晴朝の財宝埋蔵が、単なる隠匿行為ではなく、激動の時代における家名と財産を守るための、極めて

政治的かつ戦略的な決断であったことを明確にしている。これは、埋蔵金伝説に深みと歴史的リアリティを与える重要な要

素である。 

結城晴朝の「生存戦略」の核心は、家名を存続させることであった。そのために彼は徳川家康の次男・秀康を養子に迎え

るという、当時の最高権力者との縁戚関係を築く道を選んだ 6。この養子縁組により、結城氏は一時的に安泰を得たかの

ように見えたが、秀康の越前転封とそれに伴う結城氏の旧領からの離脱、そして松平姓への改称により、大名としての「結

城」の家名は実質的に消滅した 6。つまり、家名そのものは存続したが、その形態は大きく変容したのである。伝説によれ

ば、財宝の埋蔵は、家康が結城氏の財宝に目をつけたため、それを守るための晴朝の行動であったとされる 1。これは、家

名存続のための政治的妥協（養子縁組と転封）が、結果として財宝を隠す必要性を生んだことを示唆している。晴朝が家

名存続のために行った戦略的行動（秀康の養子縁組）が、皮肉にも、その家が代々守り続けてきた莫大な財宝を「失う」

（隠匿せざるを得ない）という結果を招いたのである。財宝は、家名を守るための手段の一つであったはずが、家名存存続

の代償として隠され、そして未だ発見されていない。これは、戦国大名が直面した厳しい選択と、その選択が予期せぬ結果

をもたらす歴史の複雑さを象徴している。財宝は、家名の「生存」を助けるどころか、その「隠匿」を通じて、結城氏の過去

の栄光と、失われた実質的な独立性の象徴となったのである。結城埋蔵金伝説は、単なるお宝探し物語ではなく、戦国大

名が家名存続のために払った犠牲と、その中で財産が辿った数奇な運命を映し出す、歴史的な悲劇性をも内包していると

考えられる。 

4. 埋蔵場所の候補地と手掛かり 

結城城、中久喜城、会之田の館など主要候補地の検討 

結城埋蔵金が隠されたとされる場所は、茨城県と栃木県にまたがる旧結城領内の複数箇所が候補として挙げられている 

5。主要な候補地としては、結城氏が代々居城とした茨城県結城市の 

結城城が挙げられる 5。現在の結城城跡は公園や住宅地となっているが、わずかな段差や不自然なくぼみから堀の跡が

確認できる 5。 

また、栃木県小山市の中久喜城址は、黄金埋蔵の実行者とされる結城家 17 代晴朝の隠居所であったとされ、近年特に

注目を集めている 1。2001 年にはフジテレビの特番で大規模な発掘が行われたが、成果はなかった 1。 

さらに、栃木県下野市の会之田の館跡も晴朝の隠居所であったと伝えられ、平成の初めまで発掘が続けられた経緯があ

る 1。しかし、一部の説では、会之田の館にいたのは晴朝の影武者であったという見方もある 1。複数の候補地が存在する

ことは、伝説の具体性を高めると同時に、探索の難易度を上げている。各候補地が晴朝の生活や行動と関連付けられてい



ることで、伝説に歴史的リアリティが付与されている。 

金光寺山門の和歌と絵図の謎解き 

埋蔵金のありかを示す重要な手掛かりの一つとして、茨城県結城市小田林にある金光寺の山門に彫られた謎の和歌や

絵が挙げられる 1。金光寺は、結城家初代朝光の守り本尊として創建された真言宗の寺院である 1。その山門には以下の

3 首の和歌が刻まれている 8: 

• 「きの苧 かふゆうもんに さくはなも みどりのこす 万代のたね」 

• 「こふやうに ふれてからまる うつ若葉 つゆのなごりは すへの世までも」 

• 「あやめさく 水にうつろう かきつばた いろはかはらぬ 花のかんばし」 

これらの和歌を他の文字と合わせて解読すると、黄金の隠し場所が分かると伝えられている 1。約 20 年前には、東京在

住の I 氏という女性がこの謎の解読に成功したとされ、彼女はこれが中久喜城址を示していると確信し、大規模な発掘を

行ったが、結果は空振りに終わった 1。具体的な「謎」の存在は、伝説に知的な挑戦の要素を加え、探求心を刺激する。和

歌という形式は、単なる地図よりも深い意味や解釈の余地を与え、伝説の神秘性を高めている。I 氏の事例は、謎解きが現

実の探索に結びつくこと、そしてその困難さを示している。 

埋蔵場所の手掛かりとされる金光寺山門の和歌は、直接的な指示ではなく「謎の和歌」「意味不明の和歌」「解読が必

要」と表現されている 1。もし財宝を隠した者がその場所を秘匿しようとしたのであれば、このような暗号化された手掛かり

を残すことは極めて合理的である。これは、特定の知識を持つ者、あるいは時間をかけて深く探求する者のみが財宝に到

達できるようにするための、意図的な「障壁」として機能する。この暗号性は、財宝が容易に発見されない理由の一つであ

ると同時に、伝説の魅力を維持し、探求者を引きつけ続ける重要な要因となっている。もし手掛かりが明確であれば、すで

に財宝は見つかっているか、伝説自体が忘れ去られている可能性が高い。解読の困難さが、永遠の謎としてのロマンを醸

成し、新たな解釈や探索の試みを促している。埋蔵金伝説における「手掛かり」は、単なる情報提供の手段ではなく、財宝

の隠匿者の意図を反映した「暗号」であり、その暗号性が伝説の未発見状態と持続的な魅力を同時に説明する鍵となっ

ている。 

5. 歴史上の探索と現代の発掘事例 

江戸時代以降の幕府・藩による探索（大岡忠相の関与を含む） 

結城埋蔵金伝説は、その信憑性の高さから、江戸時代以降、幕府や藩による大規模な探索が幾度となく行われてきた 8。

江戸幕府の公式記録である「旧幕府引継書類」には、江戸の町人が結城氏の埋蔵金で一攫千金を狙い、幕府に発掘許

可を求めた様子が残されており、少なくとも 8 回もの発掘が認められた記録がある 13。 

特に有名なのは、享保年間（1716-1736 年）に江戸町奉行の大岡忠相（大岡越前）が探索を行ったとされる事例であ

る 1。この時の発掘では、掘った穴が崩れて 11 名の犠牲者を出し、その霊を弔う慰霊碑が今も建っている（現在は移動） 

1。徳川家康、8 代将軍徳川吉宗、老中阿部正弘といった歴史上の重要人物も探索に関与したと伝えられている 8。しか

し、これらの大規模な探索にもかかわらず、江戸時代に埋蔵金が出土することはなかった 13。幕府や大岡忠相といった公

的機関や著名な歴史人物が探索に関わった事実は、伝説の信憑性を裏付ける強力な証拠となる。犠牲者の存在は、探索

が単なるロマンではなく、命がけの作業であったことを示し、伝説に現実の重みを与えている。 

明治以降の民間およびメディアによる発掘活動 

埋蔵金探索は、明治時代以降も民間によって継続された。最後の結城城主であった水野氏の子孫が、米相場で財を成し

た熊倉良助と組んで、大がかりな発掘を行った記録がある 1。 

現代においても、探索は続いている。1967 年から 1989 年までの 22 年間、日本で唯一埋蔵金発見の実績を持つとさ

れる仲元虎斉氏が結城埋蔵金に挑戦し、1 億円以上を投じて掘り続けたが、いずれも失敗に終わった 1。 



メディアもこの伝説に注目し、テレビ番組での発掘企画が幾度も試みられた。2001 年 1 月にはフジテレビの特番で、雪

が舞う中で重機を使った大規模な発掘が中久喜城址で行われた。地井武男氏や大和田伸也氏といった著名な俳優が立

会人となったにもかかわらず、結果は空振りに終わり、ある事情から番組のオンエアは見送られた 1。2009 年には日本テ

レビの「24 時間テレビ」でも発掘が企画されたが、許可取得に時間がかかりすぎることが判明し断念された 1。現代に至

るまで探索が続くことは、伝説の根強い魅力と、未だ解明されていない謎への人々の関心を示している。多額の資金投入

やメディアの関与は、この伝説が単なる地方の伝承にとどまらない、全国的な知名度と影響力を持つことを裏付けている。 

探索における犠牲者と慰霊碑 

埋蔵金探索の歴史は、単なる成功と失敗の記録だけでなく、人的犠牲も伴ってきた。享保年間に大岡忠相が行った発掘

の際には、土砂崩れにより 11 名もの犠牲者が出た 1。彼らの霊を弔うための慰霊碑が、かつて館跡の一角に建立され

（現在は移動）、現在もその存在が確認できる 1。この事実は、埋蔵金探索が持つ危険性と、そのロマンの裏に隠された悲

劇的な側面を浮き彫りにする。慰霊碑の存在は、伝説が単なる物語ではなく、実際に人々の命に影響を与えた歴史的事実

であることを示している。 

結城埋蔵金伝説は、江戸時代から現代に至るまで、公的機関、著名人、専門家、メディアなど、多様な主体によって繰り返

し、大規模な探索が行われてきた 1。これらの探索は、多額の費用（仲元虎斉氏の 1 億円以上）や人的犠牲（11 名の死

者）を伴いながらも、一貫して財宝の発見には至っていない 1。財宝が発見されていないにもかかわらず、探索が中断され

ることなく数世紀にわたって継続されているのは、通常の投資や研究であれば、成果が出なければ中止されるはずの行動

パターンとは異なる。この「失敗の連鎖」にもかかわらず探索が続く現象は、結城埋蔵金伝説が持つ「自己永続性」を示

唆している。つまり、伝説の魅力や信憑性は、実際の発見の有無に左右されることなく、むしろ探索行為そのものが伝説を

強化し、新たな探求者を生み出すサイクルを形成している。失敗は、伝説の終わりではなく、さらなる謎とロマンを深める要

素として機能しているのである。結城埋蔵金伝説は、発見されることよりも「探し続けられること」によってその存在意義と

魅力を維持している。これは、歴史的ロマンが現実の成果を超越する、人間心理の深層を映し出す現象である。 

以下に、結城埋蔵金の主要な探索事例をまとめる。 

 

表 2：結城埋蔵金主要探索事例 

時代区分 探索主体 探索場所 結果 特記事項 

江戸時代（享保

年間） 

大岡忠相（江戸

町奉行） 

館跡の一角（現・栃木県

下野市本吉田と推測） 
失敗 

掘った穴が崩れ 11 名の犠牲

者、慰霊碑建立 1 

江戸時代（複数

回） 

江戸の町人（幕

府許可） 

栃木県下野市本吉田な

ど 
失敗 

旧幕府引継書類に記録、少なく

とも 8 回発掘許可 13 

明治以降 
水野氏子孫、熊

倉良助 
不明（旧結城領内） 失敗 

米相場で財を成した人物と共同 

1 

現代（1967-

1989 年） 
仲元虎斉氏 会之田の館跡 失敗 22 年間で 1 億円以上投じる 1 

現代（2001

年） 

I 氏、フジテレビ

特番 

栃木県小山市中久喜城

址 
失敗 

重機使用、地井武男・大和田伸

也立会い、番組オンエア見送り 

1 



時代区分 探索主体 探索場所 結果 特記事項 

現代（2009

年） 

日本テレビ「24

時間テレビ」 
栃木県小山市内 

計画

断念 

許可取得に時間かかりすぎると

判明 1 

現代（複数回） 
Y 氏（埋蔵金発

掘会社） 

栃木県小山市中久喜城

址 
失敗 

4 億円資本、本丸跡・土塁跡を

掘削 1 

 

6. 埋蔵金伝説の信憑性と未発見の理由 

歴史的記録に基づく信憑性の考察 

結城晴朝の埋蔵金伝説は、日本の数ある埋蔵金伝説の中でも特に「信憑性が高い」と評価されている 8。その主な根拠

は、江戸幕府の公式記録である「旧幕府引継書類」に、結城氏の埋蔵金に関する記述が残されている点にある 13。この

記録には、江戸の町人が幕府に発掘許可を求めた様子や、少なくとも 8 回の発掘が認められた事実が記されており、伝

説が単なる口伝ではなく、当時の公的な文書にも登場するほど広く信じられていたことを示している 13。 

また、大岡忠相のような高位の役人が探索に関わったという伝承も、その信憑性を補強する要素となっている 8。結城埋蔵

金は、豊臣秀吉の黄金、徳川幕府の御用金と並び、「日本三大埋蔵金」の一つに数えられることが多い 2。ただし、これら

の「三大埋蔵金」に伝えられる金額は、その全てが実在する可能性はほとんどないと指摘されており 15、徳川埋蔵金に至

っては「架空の存在」であるとする説も存在する 16。しかし、結城埋蔵金については、その起源が奥州藤原氏の莫大な黄

金にあるという点 1 や、歴史的記録に裏打ちされた探索の事実から、他の伝説とは一線を画す歴史的根拠を持つとされ

ている。 

結城埋蔵金伝説は、江戸幕府の公式記録に登場し 13、大岡忠相のような歴史上の要人が探索に関わったとされることか

ら、「信憑性が高い」と明確に評価されている 8。しかし同時に、伝えられる財宝の「量」については、他の「日本三大埋蔵

金」と同様に、「実在する可能性はほとんどない」という懐疑的な見方も示されている 15。特に徳川埋蔵金には「架空説」

まで存在する 16。ここに、伝説の「歴史的信憑性」（伝説が歴史的に存在し、信じられ、探索されたという事実）と、「物理

的実在性」（伝説通りの莫大な財宝が実際に隠されているという事実）との間に乖離が存在することが明らかになる。結

城埋蔵金は、伝説そのものが歴史的記録に裏打ちされている点で非常にユニークだが、その「内容」が文字通り現実であ

るとは限らない。この乖離は、埋蔵金伝説を分析する上で重要な視点を提供する。伝説の「真実」は、単に財宝が見つかる

か否かだけでなく、その伝説がどのように生まれ、どのように語り継がれ、歴史にどのような影響を与えてきたかという、より

広い文脈の中に存在する。結城埋蔵金は、歴史的ロマンと実証的探求の境界線上に位置する、魅力的な研究対象であ

る。 

埋蔵金が発見されない一般的な理由と結城埋蔵金への適用 

結城埋蔵金が今日まで発見されていない理由は、他の多くの埋蔵金伝説が未発見である一般的な理由と共通する側面

が多い 17。 

• 埋蔵場所の手掛かりの曖昧さ: 古い文献や伝承に基づく場所の推測は、長い年月の間に地形が変化している可

能性があり、非常に困難である 17。金光寺山門の和歌のように、解読を要する暗号的な手掛かりは、その曖昧さ

を一層高めている 1。 

• 秘密裏の埋蔵と知識の途絶: 財宝を隠した人物が亡くなったり、処刑されたりして、場所を知る者が途絶えてしま

う例は多い 17。晴朝が財宝を隠した際も、その秘密はごく少数の者にしか知らされず、その知識が正確に後世に



伝えられなかった可能性が高い。 

• 既に発見されている可能性: 誰かが密かに財宝を発見し、公表していない可能性もゼロではない 17。ただし、結

城埋蔵金のような大規模な財宝であれば、その隠匿は極めて困難であり、公にされないまま長期にわたって秘匿

されることは稀である。 

• 伝説が作り話である可能性: そもそも埋蔵金が実在しない、伝説が作り話であるという可能性も常に存在する 

15。結城埋蔵金は歴史的信憑性が高いとされるが、伝承される規模の財宝が実際に存在したかについては、依然

として議論の余地がある 15。 

これらの要因が複合的に作用し、結城埋蔵金の発見を阻んでいると考えられる。 

7. 結論と今後の展望 

結城埋蔵金伝説の歴史的意義と現代におけるロマン 

結城晴朝の埋蔵金伝説は、単なる隠された財宝の物語以上の、深い歴史的意義を持つ。平安時代末期の奥州藤原氏の

黄金に端を発し、戦国時代の激動期における結城晴朝の家名存続をかけた「生存戦略」と深く結びつくこの伝説は、歴史

の転換点における大名の苦悩と決断を映し出している 1。江戸幕府の公式記録に登場し、大岡忠相をはじめとする歴史上

の人物が探索に関わった事実は、その「歴史的信憑性」を裏付ける強力な証拠となっている 8。 

数世紀にわたる探索の歴史は、失敗と犠牲を伴いながらも、この伝説が持つ根強い魅力と、未だ解明されていない謎への

人々の尽きない関心を示している。現代においてもメディアの注目を集め、新たな探索が試みられることは、結城埋蔵金が

単なる過去の物語ではなく、現代においても生き続ける「歴史のロマン」の象徴であることを証明している。それは、地中に

眠る財宝への期待だけでなく、歴史そのものへの探求心と、過去の人物たちの思惑に触れる喜びを内包している 17。 

未発見の財宝に対する考察と今後の研究課題 

結城埋蔵金が今日まで発見されていない背景には、金光寺山門の和歌に代表される手掛かりの暗号性、秘密裏の埋蔵

による知識の途絶、そして伝承される財宝の規模が持つ誇張の可能性など、複数の要因が複合的に絡み合っていると考

えられる。これらの要因が、伝説の「歴史的信憑性」と「物理的実在性」との間に乖離を生み出し、探索を困難にしている。 

今後の展望としては、歴史学的なアプローチによる古文書のさらなる詳細な分析、特に金光寺の和歌の言語学的・記号論

的解読の深化が求められる。また、最新の地中探査技術を用いた非破壊的な調査を、中久喜城址など主要候補地で継

続することも重要である。これらの探求は、たとえ財宝そのものが発見されなくとも、結城氏の歴史、戦国時代の社会情勢、

そして埋蔵金伝説が日本文化に与えた影響について、新たな知見をもたらす可能性を秘めている。結城埋蔵金伝説は、未

だ解き明かされていない歴史の謎として、今後も人々の探求心を刺激し続けるであろう。 

 


